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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月7日(2021.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料を噴射する噴孔（１１ａ）を開閉する弁体（２０）と、
　コイル（１７）への通電に伴い磁気吸引力を生じさせる固定コア（１３）と、
　前記弁体に形成された開弁時弁体当接面（２１ａ）に対向するコア対向面（３２ｂ，３
２ｃ）を有し、前記固定コアに吸引されて所定量移動した時点で、前記コア対向面が前記
開弁時弁体当接面に当接して、前記弁体を開弁作動させる可動コア（３０）と、
　前記弁体の開弁作動に伴い弾性変形して、前記弁体を閉弁作動させる閉弁弾性力を発揮
するバネ部材（ＳＰ１）と、
　前記弁体が閉弁している際に、前記可動コアに当接することで、燃料が溜まる燃料溜室
（Ｂ１）を前記開弁時弁体当接面と前記コア対向面との間に形成する室形成部材（５０）
と、
を備え、
　前記室形成部材は、
　前記弁体が閉弁している際に、前記弁体に形成された閉弁時弁体当接面（２１ｂ）に当
接し、前記閉弁時弁体当接面に対向している室形成対向面（５２ｃ）と、
　前記室形成部材を前記可動コアの移動方向に貫通している第１貫通穴（５２ａ）と、
　前記第１貫通穴の外径側に設けられ、前記室形成対向面から延びて前記室形成部材を前
記移動方向に貫通する第２貫通穴（５２ｄ）と、
　を有している燃料噴射弁。
【請求項２】
　前記弁体は、前記移動方向において前記開弁時弁体当接面とは反対側に前記閉弁時弁体
当接面を形成する弁体当接部（２１）を有しており、
　前記室形成部材は、前記移動方向に開放され且つ前記弁体当接部が入り込む凹部を有し
ており、
　前記室形成対向面は、前記凹部の底面に含まれている請求項１に記載の燃料噴射弁。
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【請求項３】
　前記コア対向面には、前記燃料溜室の内部と外部を連通させる連通溝（３２ｅ，３２ｇ
）が形成されている請求項１または２に記載の燃料噴射弁。
【請求項４】
　前記連通溝は複数形成され、
　複数の前記連通溝は、前記移動方向から見て周方向に等間隔で配置されている請求項３
に記載の燃料噴射弁。
【請求項５】
　前記可動コアには、複数の前記連通溝を連結する連結溝（３２ｆ）が形成されている請
求項４に記載の燃料噴射弁。
【請求項６】
　前記可動コアは、
　前記コア対向面が形成されたコア対向部（３２）と、
　前記固定コアに対向し、前記コア対向部とは異なる材質のコア本体部（３１）と、
を備え、
　前記コア本体部は、前記連通溝の形成範囲から除外されている請求項３～５のいずれか
１つに記載の燃料噴射弁。
【請求項７】
　前記可動コアに当接して前記可動コアの反噴孔側への移動を規制するストッパ部材（６
０）を備え、
　前記可動コアのうち前記ストッパ部材に当接するコア当接面（３２ｄ）は、前記燃料溜
室の外部に位置し、
　前記連通溝は、前記コア対向面に加えて前記コア当接面にも形成されている請求項３～
６のいずれか１つに記載の燃料噴射弁。
【請求項８】
　前記連通溝は、前記可動コアの移動方向に対して垂直に拡がる底壁面（３２ｅ１）と、
前記底壁面から前記移動方向に延びる立壁面（３２ｅ２）と、を有する請求項３～７のい
ずれか１つに記載の燃料噴射弁。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、開示された一態様は、
　燃料を噴射する噴孔（１１ａ）を開閉する弁体（２０）と、
　コイル（１７）への通電に伴い磁気吸引力を生じさせる固定コア（１３）と、
　弁体に形成された開弁時弁体当接面（２１ａ）に対向するコア対向面（３２ｂ，３２ｃ
）を有し、固定コアに吸引されて所定量移動した時点で、コア対向面が開弁時弁体当接面
に当接して、弁体を開弁作動させる可動コア（３０）と、
　弁体の開弁作動に伴い弾性変形して、弁体を閉弁作動させる閉弁弾性力を発揮するバネ
部材（ＳＰ１）と、
　弁体が閉弁している際に、可動コアに当接することで、燃料が溜まる燃料溜室（Ｂ１）
を開弁時弁体当接面とコア対向面との間に形成する室形成部材（５０）と、
を備え、
　室形成部材は、
　弁体が閉弁している際に、弁体に形成された閉弁時弁体当接面（２１ｂ）に当接し、閉
弁時弁体当接面に対向している室形成対向面（５２ｃ）と、
　室形成部材を可動コアの移動方向に貫通している第１貫通穴（５２ａ）と、
　第１貫通穴の外径側に設けられ、室形成対向面から延びて室形成部材を移動方向に貫通
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する第２貫通穴（５２ｄ）と、
　を有している燃料噴射弁とされる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記態様によれば、燃料噴射量のばらつきを抑制できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５１】
　上記第１実施形態では、第２バネ部材ＳＰ２の一端は可動コア３０に支持され、第２バ
ネ部材ＳＰ２の他端は、ニードル２０に取り付けられたスリーブ４０に支持されている。
これに対し、上記スリーブ４０が廃止された構成であり、第２バネ部材ＳＰ２の他端が本
体ボデー１２に支持されていてもよい。
［特徴１］
　燃料を噴射する噴孔（１１ａ）を開閉する弁体（２０）と、
　コイル（１７）への通電に伴い磁気吸引力を生じさせる固定コア（１３）と、
　固定コアに吸引されて所定量移動した時点で、弁体に形成された開弁時弁体当接面（２
１ａ）に当接して、弁体を開弁作動させる可動コア（３０）と、
　弁体の開弁作動に伴い弾性変形して、弁体を閉弁作動させる閉弁弾性力を発揮するバネ
部材（ＳＰ１）と、
　弁体に形成された閉弁時弁体当接面（２１ｂ）に当接して閉弁弾性力を弁体へ伝達する
閉弁力伝達部材（５０）と、
を備え、
　可動コアが閉弁力伝達部材とともに所定量移動を開始する時点では、閉弁力伝達部材は
閉弁時弁体当接面に当接しており、
　弁体は、閉弁力伝達部材と当接している状態の閉弁時弁体当接面へ燃料を供給する供給
流路（２０ｅ）を形成する溝を有し、
　閉弁力伝達部材は、噴孔へ燃料を流通させる流路の一部である貫通穴（５２ａ）を有し
、
　弁体が閉弁時弁体当接面に当接しているとき、供給流路は貫通穴と直接繋がっている燃
料噴射弁。
［特徴２］
　閉弁時弁体当接面は、可動コアの移動方向から見て環状に延びる領域に形成されており
、
　供給流路は、領域を横切って環状内側と環状外側とを繋ぐように延びるメイン流路を有
する特徴１に記載の燃料噴射弁。
［特徴３］
　弁体には、噴孔へ燃料を流通させる内部通路（２０ａ）が形成され、
　弁体の外周面は、噴孔へ燃料を流通させる通路の壁面として機能し、
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　供給流路は、弁体のうち内部通路を形成する内周面と外周面とを繋ぐように延びるメイ
ン流路を有する特徴１に記載の燃料噴射弁。
［特徴４］
　メイン流路は複数形成され、
　複数のメイン流路は、可動コアの移動方向から見て周方向に等間隔で配置されている特
徴２または３に記載の燃料噴射弁。
［特徴５］
　供給流路は、メイン流路から分岐する分岐流路（２０５）を有する特徴２～４のいずれ
か１つに記載の燃料噴射弁。
［特徴６］
　分岐流路は、可動コアの移動方向から見て環状に延びる形状である特徴５に記載の燃料
噴射弁。
［特徴７］
　メイン流路は、可動コアの移動方向から見て直線状に延びるストレート部（２０１）と
、ストレート部に連通して燃料の流入口（２０３）を形成する流入部（２０２）と、を有
し、
　流入部の流路断面は、ストレート部の流路断面に比べて面積を拡大した形状である特徴
２～６のいずれか１つに記載の燃料噴射弁。
［特徴８］
　供給流路を提供する溝の深さ寸法（２０１ｈ）は、溝の幅寸法（２０１ｗ）より大きく
設定されている特徴１～７のいずれか１つに記載の燃料噴射弁。
［特徴９］
　弁体は、閉弁力伝達部材との摺動面である弁体側摺動面（２１ｃ）を有し、
　弁体側摺動面には、供給流路と連通する摺動面連通溝（２０ｄ）が形成されている特徴
１～８のいずれか１つに記載の燃料噴射弁。
［特徴１０］
　閉弁力伝達部材は、弁体と摺動する円筒部（５１）を有し、
　可動コアは、円筒部の筒端面に当接するコア当接面（３２ｂ）を有し、
　コア当接面には連通溝（３２ｅ、３２ｇ）が形成されており、
　閉弁時弁体当接面に弁体が当接するとともにコア当接面に円筒部が当接しているとき、
連通溝は、円筒部の内周側と外周側とを連通させている特徴１～９のいずれか１つに記載
の燃料噴射弁。
　さて、コイルへの通電開始により可動コアが閉弁力伝達部材とともに所定量移動を開始
する時点で、閉弁力伝達部材が弁体に当接しているコアブースト構造の場合、以下の懸念
が生じる。すなわち、閉弁力伝達部材と弁体とが密着して当接していると、閉弁力伝達部
材が弁体から離れにくくなる現象（リンキング現象）が生じ、その結果、可動コアの所定
量移動の開始が遅れてしまい、開弁応答性が悪くなることが懸念される。
　この懸念に対し、上記態様では、閉弁力伝達部材と当接している状態の閉弁時弁体当接
面へ燃料を供給する供給流路を有する。よって、可動コアが所定量移動を開始するにあた
り、閉弁力伝達部材と当接している状態の閉弁時弁体当接面へ燃料が供給される。そのた
め、閉弁力伝達部材が弁体に密着して離れにくくなることを抑制できるので、上記密着の
力が原因で可動コアの所定量移動の開始が遅れるおそれを低減できる。よって、コイルへ
の通電を開始してから弁体が開弁を開始するまでの開弁応答時間を短くでき、開弁応答性
を向上できる。また、可動コアの移動が妨げられることによる開弁時期ばらつきを抑制で
き、燃料噴射量のばらつきを抑制できる。
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